平成３０年度　第７回気高地域振興会議議事概要
日　時　平成３１年１月２１日（月）午後１時３０分から午後２時５０分
場　所　気高町総合支所２階第１会議室
〔出席委員〕

池長綾子委員、河根裕二委員、西尾雅彦委員、池原隆秋委員、田中敦志委員、荒尾 　極委員、水津文恵委員、三澤秀正委員、米田克彦委員
〔欠席委員〕
田中洋二委員、松本弥生委員、横田昭男委員
〔事務局〕

武田敏男支所長、岡本幸子副支所長、大角正道市民福祉課長、木下敬一産業建設課長
石井盛光地域振興課課長補佐
交通政策課　高野博司課長補佐、田中俊行主任
［傍聴者］
なし
◎会議次第

１　開会

２　あいさつ
３　協議事項

　　（１）気高循環路線バスについて（交通政策課）
４　報告事項

　　（１）浜村温泉館再開に向けての意見書の提出について

５　その他
（１）しょうがぽかぽかフェスタ２０１９について
（２）第７回住みたい田舎ベストランキングについて
（３）鳥取市西道路開通観光キャンペーン実行委員会の設立について
（４）山陰道鳥取西道路開通記念イベント実行委員会について
（５）平成３１年区長名簿について
　　　（６）鳥取市道の駅西いなば気楽里の指定管理者について
　   （７）けたかくるりこども食堂について
　（８）西いなば地域活性化フォーラムのお知らせ

６　閉会
◎議事概要

１　開会

２　会長あいさつ
３　協議事項

（１）気高循環路線バスについて
本市の公共交通の現状について説明。

今年度から来年度にかけて、鳥取市の公共交通の５年、１０年、２０年後を見据えたビジョンを策定予定。

気高循環バス運行（別紙）について説明。

【会長】意見や質問はありますでしょうか。私の意見としては道の駅に停留所を設置していただければと思います。

【委員】矢口のバス停から宝木駅までわずかな距離が鹿野方面のルートで遠回りとなり利便性が悪い、たとえば、小型の自動車を利用するなど利便性を高めていく方法がいいのではないか。

【交通】逆ルートも含め可能な限り利用しやすいルートを検討して参りました。その結果、運転手２名体制では、お示ししたダイヤとなります。

情報提供ですが、市内には路線バスが３月３１日で廃止される予定の地域があります。ここは、４月１日からまちづくり協議会が自動車を購入し、運行主体となって地域住民の移動手段を確保される予定となっています。その他にも、乗り合いタクシーが３月３１日で廃止となる予定の地域があります。ここは、暫定的に鳥取市が運行主体となり地域住民の移動手段を確保することとしていますが、運転手不足がますます深刻化する中で、どのように移動手段を確保していくのか地域も含めて検討をお願いしたいと考えています。

【委員】青谷町絹見や内海中は、コミュニティ主体で実施していると聞いているがどうか。

【交通】絹見は、鳥取市運行主体で、運転を㈲ニュー青谷タクシーに委託しています。内海中は、ＮＰＯ法人が運行しており、運行費の一部を鳥取市が補助しています。

【委員】５年後、１０年後を見越して考えなさいと言うのであれば、地域にどういう選択があるのかを示すべきだと思う。

【交通】ビジョン策定にあたり、市民のニーズ把握と並行して路線バスの５年、１０年、２０年先の状況を把握したいと考えています。市としては、これから先もバス路線を守って行きたいと考えていますが、運転手不足の問題もあり、聞き取りを行いながら予測・検討等をしていきたいと考えています。また、市民のニーズ把握については、３千人を対象としてアンケート調査を予定しています。これらにより、交通事業者が守る路線、市自らが守らなければならない路線等を検討していきたいと考えています。

【委員】地域が運行主体となる場合、運転するには何か条件があるか。

【交通】市内で検討されているまちづくり協議会が運行主体となる例は、白ナンバーでの運行となります。利用者から運賃を頂いての運行を想定しているため、自動車学校での半日講習の受講が必要となります。

４　報告事項
（１）浜村温泉館再開に向けての意見書の提出について
【会長】地域振興会議委員３名で市長との意見交換会をしました。参加した２名の方に、感想を頂きたいと思います。
【委員】鳥取市にお願いするだけではなく、地域がビジョンを持って取り組んでいかなければ厳しいと印象を受けた。今後、温泉館を活用して次のステップにどのように進んでいくか地域が考えて行かなくてはならないと思う。吉岡温泉は、市の補助もあったが、地元も負担をしながら、オープンに向けて、さまざまな活動をしたと聞きました。
【委員】吉岡と違って、気高は、温泉を市が集中管理している。浜村温泉館は建物が大きくて、さらに古いという大きなリスクがある。今後、浜村温泉館準備委員会で検討する必要があるが、資本をしっかりとしないといけない。
【会長】意見書の回答については、１月中には回答を頂ける予定です。２月の地域振興会議にはお示しが出来ると思います。高速道路と道の駅が完成して、温泉がないのでは、地元としては寂しいし、悔しい思いもあるので温泉館の再開に向けて頑張らなければいけない。
【事務局】補足ですが市長より鳥取西道路に吉岡温泉と浜村鹿野温泉、２つの温泉の名前がつくインターチェンジが近接しており温泉の活用が期待される、浜村温泉館は大きな施設であるため、採算を見極めながら段階的に整備していく方法もあるといった話もありました。
【委員】共同浴場の維持も大変であると聞いている。浜村温泉館のみではなく、浜村の温泉をどうするか考えて行く必要があるのではないか。
【委員】地域の歴史文化も含めて、温泉だけではなく、地域活性化の拠点となるような施設になればいいと思う。
【委員】私は、浜村温泉館準備委員会のメンバーですが、今までの意見は、準備委員会で計画を組んでいる。地域振興会議で２回にわたり意見書を提出しているが、鳥取市はどのように受け止めているのか。
【会長】意見書の回答を受けて２月の地域振興会議で話をしたいと思います。
５　その他

（１）しょうがぽかぽかフェスタ２０１９について
【事務局】Ｐ３～Ｐ６に基づき説明。
（２）第７回住みたい田舎ベストランキングについて
【事務局】Ｐ７～Ｐ１１に基づき説明。
（３）鳥取市西道路開通観光キャンペーン実行委員会の設立について
【事務局】１月２５日（金）に実行委員会を設立して、県と市でさまざまキャンペーンを
実施する予定。　　

　（４）山陰道鳥取西道路開通記念イベント実行委員会について
【事務局】Ｐ１２参考。都市企画課が事務局となり、１１月に実行委員会を設立。
２回開催し、内容については現在検討中。
（５）平成３１年区長名簿について
【事務局】Ｐ１３に基づき説明。
　（６）鳥取市道の駅西いなば気楽里の指定管理者について
指定管理者　　鳥取西いなばまちづくり株式会社
　　　　　　指定管理期間 平成３１年６月１日～平成３６年３月３１日まで
　（７）けたかくるりこども食堂について
【事務局】Ｐ１４～Ｐ１５に基づき説明。
　（８）西いなば地域活性化フォーラムのお知らせ
　　　　　　　Ｐ１６
　第８回気高地域振興会議日程　　平成３１年２月２２日（金）　１５時３０分から
５　　閉会
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